
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼各監査ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・監査の業務は東北本部と首都圏本部に集約しており、現行の東北本部が担当しているエリアは仙台事

業本部、首都圏本部が担当しているエリアは、上野事業本部が踏襲していくイメージで考えている。 

・仙台事業本部は、現行の東北本部・秋田支社・盛岡支社のエリアを担当していくイメージで考えてい

る。（庄内事業本部・浜通り事業本部を除く） 

▼各安全企画ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・現行の本部・支社のエリア内の事業本部をフォローしていくイメージで考えている。 

・それぞれの事業本部で安全に関する業務は担う。運輸局等の対応は各ＵＴが担っていく。 

・青森事業本部・庄内事業本部・浜通り事業本部・武蔵野事業本部は、現行の支社境界に跨ること 

から業務内容により、どこの事業本部がフォローしていくのかは現在も調整中である。 

・異常時対応等は、現在と同様に事業本部間で連携をとっていく。 

・支社で集約して行っていた乗務員の養成に関しても現在調整中である。 

・冬期体制など、近隣の事業本部で集約した方が良いと判断した業務は、フォロー体制によらず見

直していく。 

▼各ＣＸ戦略ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・現行の本部・支社内のエリアの事業本部をフォローしていくイメージで考えている。 

・現行の秋田支社・盛岡支社内のエリアの事業本部は、仙台事業本部がフォローしていくイメージ 

で考えている。 

▼各地域共創モビリティサービスＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事

業本部になるのか？ 

・現行の本部・支社内のエリアの事業本部をフォローしていくイメージで考えている。 

・他のＵＴと違い現行の統括センターのように各事業本部が自立して主体的にできる業務もある。 

・現行の統括センターや車両センターの名称は、まだ決まっていない。 

・異なる領域と連携を図っていくこともある。 

ＪＲ東日本労働組合 

発行者 情報宣伝部 

2025年９月８日 №932 

         「事業本部の設置について」 （９月８日） 

第三次解明申し入れの団体交渉を行う！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼各マーケティングＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になる

のか？ 

・現行の東北本部が担当しているエリアは仙台事業本部、首都圏本部が担当しているエリアは上野

事業本部が業務を引き継ぐイメージで考えている。 

▼各企画ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・業務のボリューム等を考え６事業本部にＵＴを置くこととした。業務によって関係箇所が変わっ

てくるため、どこの事業本部をフォローしていくのかは調整中である。 

・現行の本部・支社の地域共創、モビリティーサービスユニットの企画部門の業務を集約していく

イメージで考えている。（主幹業務や危機管理等） 

・決定次第、早めに示していく。 

▼各経営戦略ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・現行の本部・支社内のエリアの事業本部をフォローしていくイメージで考えている。 

▼各総務・ＣＣＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるの

か？ 

・現行の本部・支社内のエリアの事業本部をフォローしていくイメージで考えている。 

・マスコミ対応でいうと、ローカル紙局やプレス発表資料等は各事業本部で対応し、マスコミとの

接点は県庁所在地のある事業本部が対応していくイメージでいる。東京都は上野事業本部または

本社が対応していく。多摩地域は八王子事業本部が対応していく場合もある。 

▼各勤労ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・業務のボリューム等を考え、６事業本部にＵＴを置くこととした。業務によって関係箇所が変わって

くるので、どこの事業本部をフォローしていくのかは調整中である。 

・労働時間の管理や労基署との対応は、３６事業本部で対応していくイメージでいる。 

・労使協議など労使間の取扱いに関するものは労使で議論を重ね、労働協約の改訂時に示してい

く。 

▼各人事ＵＴを置く事業本部がフォローする事業本部はどこの事業本部になるのか？ 

・業務のボリューム等を考え、６事業本部にＵＴを置くこととした。業務によって関係箇所が変わって 

くるので、どこの事業本部をフォローしていくのかは調整中である。 

▼各項目共通 

・青森事業本部、庄内事業本部、浜通り事業本部、武蔵野事業本部は、現行の支社境界に跨ることから 

業務内容により、どこの事業本部がフォローしていくのかは、現在も調整中である。 

東日本ユニオン NEWS №932（２） 


